
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

岐当するロにI土、レ印を配人してください。特定卒楽音以外の平劇行の力I±し印の記入I土不要です。

「基準年度」とはH1画期１Nの伽件度を、「日揮ＩＦ度」とはU十画期間の姓柊ｲｷ､庇を．「澱沓牛皮」とは叶函期|、のうも、今Ii01nI告の対象となるｲｷ各度をいいま1-。

「事案j弓f等Uﾄﾞ111区分ｌとはJiI郁肘IABの中猶所句0の蛎業活動のためのエネルギーの便ⅡIに伴い発生する沮竃効果ガスを、『OG透mIiAj排Ul区分ｊとIゴ日動uIu迎送11F典什については襖ⅡIの木槌の位匠を京部jMAIとする爪IdII
の排出する沮瀬効果ガスを．峡il1事菓廿については保有する貨物巾ilhI又は旅容]I[岡の排11Iする温室効果ガスを、「そのＩＭｊＭｊ区分」とは上記以外の旗都)1W内におけるIiF魚ﾘﾜi弊の取藁活勤に伴い発生する沮瓶効ＩＩＬガス
をいいます。

「原単位当仁t)の沮湘効HLガス排1mm等Ｉの「用途区分」には．○○了[凶、中碕所などのH1途を記入してください｡「隙11t位U)柑tR」には、分子の「二放化働嘉換算】の｢に分11tとなる楢楓（龍厳数hk、廷ぺ床Ijii
積、走行距威竿）を記入してください。

「その他の地球沮哩化対NYによる坦菰効果ガスの剛減量等」のうち「森林の保全及びg〔伯」のIll標年度（81画）」楓にはIIinilOl間`１１の目担のIilmlを．『銀呰年度（典H1）」Ｍ１には翼戦の累31-を証人してください。

「特記中､、には、平成２KiK度（ｌ９９０ＩｌＥ度）を基やとした排出、の対比や、省エネ製品ｎ発など他呑の皿菰効果ガス排111刷波への貫献．グリーン飼逮の採艸I、特定プ｢】ンなどの条例1,定外の沮宝効恥ガスの刑ＯＡ
などを混入してください。
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住所（法人にあっ
ては、三l:たる巾秘
所のI;irli地）

大阪府吹田市円山DHT6番23号葵ﾋﾞル

氏名（法人にあっ
てI:L、垢称及び代
浅荷の氏端）

日本特殊滝業株式会社代表取締役東隆輔

率業者の主たる
業種 板ガラス加工業

該当する事業者
要件 Ｐ京都府地球温駿化対簸条例施行規則第10条第１号咳当事業者（大規模エネルギー使用率業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

1-

「

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者
150両以上）

(大規模運送事業者（トラック又はバス]00台以上／タクシー150台以上／鉄道珈両

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号麟当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上〕）

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針

省エネ活動を推進して、地球温暖化ガスを削減する

推進体制

推進責任者を事業所長として、エネルギー管理事務局を股傭課課長代理として、地球温暖化ガス削減委員会を般置した。

環境マネジメントシステム名称 なし

適用範囲

取得年月日

年度ごとの具体
的な取組及び楢
鯉の状況

年度

平成2１

平成2１

殻OWI、対象、工程等

製造部門

製造部門

措偶内容

切断工謹の洗浄機全て（9台）間欠シャワー方式に改造した。月当り約20万円削減できた。

製版室の空鯛機を省エネタイプに更新した

温室効果ガスの
排出段等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基迦年度（実綴）
(19）年度

(二酸化炭素換口）

目標年度（計画）

(22）年度
(二酸化Li1索換算）

墹減率
(計画）

報告年度（実綱）

(21）年度
(二酸化喫器換仰）

増減率
(爽綱）

2,647.ＯＬ 2.569.0ｔ -2.9鵯, 1,241.1ｔ ･53.1帖

1,058.0ｔ 1,035.0ｔ －２．２粥 930.0ｔ －１２．１船

ｔ ［ ％ ｔ 船

＊Ⅱ 3,705.0ｔ *２3,604.0ｔ -2.7％ ●」２，１７１．１ｔ －４Ｌ４‘Xｊ 

基地年度と比べ生産肚が大幅に減産したため、IRI室効果ガスの排出量が減少した。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出且等

用途区分 原単位の指標

平Ｔ現皿

i萱B、

二酸化炭累換箆

牛壷盈(㎡）

平工場認

鐘麺

二酸化炭素換算

牛寵且(㎡）
二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度〈実綱） 目標年度（計画） 191滅螂（計函） 報告年度（実績） 墹波＊（災鮒）

0.540ｔ-CO2/㎡ q523t-CO2/㎡ －３．１兜 0.559ｔ-CO2/㎡ 3.5冊、

0.340ｔ-CO2/㎡ 0.336ｔ-CO2/㎡ -1.2乳 0.410ｔ-CO2/㎡ 20.6牝

軸 軸

平工場製造部の原単位悪化は、減産のため睡気ヒータを熱源とする設備において、生産開始前のロス、休憩時間のロスが影
轡した。運輸部の原kML位悪化は、生産品以外の社外品物を運送する罫l合が増えたためである。

その他の地球温
暖化対策による
楓室効果ガスの
削減且等

対策簿の区分

森林の保全及びRE側

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
丘の削減効果分の賊入

同ﾘ減且辱合計

目標年度（計画〕
取組凪神 (二酸化炭索換算）

(楚伯而楓） hａ 吸収は） ｔ 

(利用Ⅲ） ｍ】 1W減阯） （ 

(充危且） kwｈ ､１蚊吐） ｔ 

(偽供給母） GＪ Ilq波量） ｔ 

(麟入且） kwｈ 回り械邑） ｔ 

u3t入丘） ［ (､#城且） ［ 

中３ 0.0ｔ 

報告年度（実綴）

取組且笄 (二酸化興秦換算〕

柱傭面積） hａ 戦収且 ｔ 

利用趾〕 Jｎｌ n｣城、 Ｌ 

犯近丘） kwｈ 胴櫨且 ｔ 

鵠供給量） 0Ｊ １１１波且 ｔ 

峨入且） kwｈ 刷城且 ｔ 

(唾入且） ｔ (朋漣2k） ｔ 

ヰ５ 0.0ｔ 

差引排出量

(俳川合計一向Ｉ減弊合:卜）

基準年度（実績）

＊Ｉ 30705.ＯＬ 

目標年度（計画）

I蛇)(００）3,604.ＯＬ

1,減乎；（lIf画）

-2.7％ 

報告年度（実績）

２，１７１．１ｔ (判）Ｕの50

附滅j#{（災綱）

-41.4％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

特記事項

平成21年12月日本板硝子㈱舞鶴事業所殿より環境保全のご指導をいただき、展Ｉ｝11実施中。


